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抗不正拾剤として近年広く用いられている Disopy-
ramide (D荊)の血行動態への影響を静注詮にて， 同
一健常者に対する Lidocaine(L剤〉及び、 Procaina-
mide担割〉と比較検討した
対象及び方器:33歳より 57歳〈平均45歳)の健常者10
名〈男 6名，女4名〉で， D斉U100mg，L斉IllOOmg，P 
剤500mgを同一人にそれぞれ5分間で静注した。静注
前，中，後10分にて血圧p 心拍数， STI，心拍出量，全
末檎抵抗， QT比を測定した。
結果及び考案 :D剤で，収結期在不変，拡張期正上
昇，会拍数軽麦増加。 P弗jで，1反縮期圧低下額向，拡張
期圧不変，心語数増加。 L荊は上 2剤より，車圧，心拍
数共変化は少なかった。駆車期ETは心強数で補正する
と3荊共不変。前駆血期 PEPはD剤で佳の 2剤よ予延
長した。 ET/PEPは3荊とも減少し，その減少度はL
剤く P剤くD剤であった。心係数，一回拾出努数はいず
れも軽度減少額向を示した。全末楠抵抗は 3剤共増加
し，組二荊より D斉!Jで大だった。 
QT比はD蔀， P弗jで増加し， L弗jで不変であった。
健常者に対する静注法にてD剤ではET/PEP，一回捨
出係数は減少し， この額向辻P斉U，L弗Jより大であっ
た。このことから， D剤辻心機詫を低下するようで島
り，また QT延長による重篤な心室性不正詰出現の可
龍性もある。以上より， D剤の静注は，とくに心機詫の
低下した患者への使用に捺し，十分な注意が必要である
と患われる。 
2. 少量の Aspirinおよび Dipyridamole使用iこよ
る血小板装集能とII)筋梗塞の予後 
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心筋梗塞の再発予訪としての坑血小板境法の有用性，
その夜用量についてさまざまな議論がある。そこで我々
は，少量のアスピリンを用い，その蕩果について検討し
た。
対象および方法:心筋擾塞発症後 1カ月以内に当科に
入院した60名を対象とした。そのうち aspirin痩用群19
名，非債用群41名である。 aspirinは， 300mgを扇日
に使用し，卑小板凝集誘発物葉として， ADP，collagen， 
adrenalineを使用した。血小板凝集能は，服用 2持間
後および必時間後iこ測定した。
結果および考案:心第梗塞の 1年以内の再発率は， 
aspirin I使用群で， 19例中 2例 (11弘)，非使用群で 41例
中9例 (22%)であった。また，使用群で，有意に二次
凝集および最大凝集の持制がみられた。さらに， aspirin 
費用 2時間後と48時開後では凝集龍の有意差は認められ
なかった。以上より，血小薮凝集抑制効果は， aspirin 
300mg隔E使用で十分認められ，再梗塞の減少傾向が
認められた。
また， dipyridamole装用で辻，再梗塞の減少は認め
ちれなかっfこ。 
3. JI鉄痛諜における循環器装患症例の興味ある CT
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近年，全身用 CTの発展詰めざましく， 循環器領域
に対する応用も広く行なわれるようになってきた。我々
も1980年6月より Siemens-SOMATOM 2を用い，各
種循環器疾患25例(産血性心疾患11，先天性心疾患 4，
